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レベル 2PRA において，事故緩和策が実際に機能するまでの時間のばらつきをより現実的に扱うモデルを構築した。

また，不確実さ解析手法を拡張し，時間依存のプラント状態の変化を考慮したリスク評価に関する検討を行った。 
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1. 緒言  PRA において知見が十分でないパラメータを扱う場合，保守

的な条件設定とすることが多い。PRA を原子炉施設の脆弱性の特定や

対策の有効性の検討等に用いる場合は，保守的条件が積み重なると実

際の実力を評価しているとは限らず，場合によっては誤った優先順位を

導くことが懸念される。実状に即したモデル化のため，事故緩和策が有

効となるまでの時間のばらつきを現実的に扱う手法を開発するととも

に，時間依存のプラント状態の変化を踏まえたリスク評価を検討した。 

2. 事故緩和策の有効作動時間の不確実さを踏まえた評価 

2.1. 事故緩和策の有効作動時間のモデル化 事故緩和策が実際に

機能するまでに要する時間は，起因事象の発生から安全保護系によ

る原子炉施設の異常状態の検出までの時間(t1)，安全保護系の作動

時間(t2)，アクシデントマネジメント(AM)が必要と状況判断できるまで

の時間(t3)，AM 操作に踏み切る意思決定に要する時間(t4)，AM 設

備の作動時間(t5)（代替電源・ポンプの起動等），及び AM 設備作動後実際に機能する（代替注水の開始等）までの

時間(t6)等について，それぞれ不確実さを踏まえて定量化していけばモデル化できる。t1~ t3 については，起因事象，

原子炉システム・構造・機器(SSC)等の状況，及び事故シーケンスに応じて変化する。ここでは，t4~ t6 の時間の分布を

対象としてモデル化を行い，その総和(teff)を時間依存の分布として定量化した（図 1）。 

2.2. 不確実さ解析と結果 米国 Zion プラント（4 ループ PWR）を対象に，事故進展解析コード MAAP5.03 を用いて，

代表的なプラント損傷状態について CsOH の環境放出割合の不確実さ解析を行い定量化した。その際，前報の手法

[1]に，事故緩和策と，上述の有効作動時間の不確実さモデルを追加し，その感度を確認した。保守的条件の AM 作

動時間に比べ，不確実さを踏まえた現実的な AM 作動時間の CsOH の放出割合は低下する傾向となった（図 2）。 

2.3. 考察 上記モデルを拡張し，SSC の動作や緩和策について従来のイベントツリー(ET)の成功か失敗の分岐で扱

うのではなく，作動時間や対応開始時間が早いか遅いかの時間依存の分布としてモデル化し，事故進展解析コード

の条件設定に取込み，膨大なケース数の解析を実施できれば，従来の ET では表現しきれないモデル化が可能とな

り（ヘッダ数や順番の制約が無くなり，機器作動後の故障や復旧等を考慮できる等），炉心損傷頻度や格納容器機能

喪失頻度等のリスク指標を直接導出できるようになる。水素爆発や蒸気爆発等の現象の発生の有無については，

PRD 法[2]による発生確率分布を，解析コードの入力条件もしくはコード内の条件分岐として用いることにより，現象の

発生の不確実さを踏まえた評価を実施できる。発表ではその検討について報告する。 

3. 結言 事故緩和策の有効作動時間の不確実さを踏まえた評価手法を開発した。その手法を拡張させ，時間依存

のプラント状態の変化を踏まえたリスク評価に発展させる手法を検討した。 
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図 1 事故緩和策の有効作動時間のモデル化

図 2 CsOH の環境放出割合の不確実さ解析結果
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